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起源の異なる石英粒子の電子スピン共鳴 (ESR)信号特性－堆積物の供給起源推定に
向けて－

Characteristics of ESR signals from several types of natural quartz: a clue to estimating
sediment provenance
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平野や台地をつくる堆積物の供給起源地は、およそ明らかな場合もあるが、細粒堆積物などの場合、それを推定する
のが難しい場合も少なくない。そこで、石英粒子の電子スピン共鳴（ESR： Electron Spin Resonance）を用いた供給起源
推定に関する基礎研究を行った。
これまでにも、風成塵に含まれる石英粒子の ESR信号から、供給起源地推定が試みられてきた（成瀬ほか 1996；成

瀬・小野ほか、1997）。これまでの研究では、第四紀、古第三紀～白亜紀といった大まかな年代別にE1’中心信号強度が
異なることが明らかにされているが（Toyoda.et.al,2002）、一つの ESR信号のみを用いる方法では、詳細な供給起源の推
定が難しい場合も少なくない。これをさらに細分して検討することができれば、堆積物に含まれる石英粒子の供給起源
を、より詳細に識別することができるであろう。
本研究では、まず、琵琶湖周辺の花崗岩体、伊豆諸島の神津島と新島の流紋岩を用い、産地の異なる火成岩石英粒子

の ESR信号強度を比較し、酸素空孔量を指標とする E1’中心信号以外に、供給起源地推定に有効な他の ESR信号につ
いて検討を加えた。その結果、E1’中心信号以外にも、Al 中心、Ti-Li 中心信号が供給起源の識別に有効であるとの見通
しが得られた。それらの結果と応用例を紹介する。
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